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はじめに

消費者信頼感指数（CCI）は、モンゴ
ルの消費者が経済の全体的な状態と彼ら
の財務状況について感じる楽観的な度合
いを測定する。人々の支出と貯蓄活動は、
収入と収入の安定性についてどの程度自
信を持っているかにかかっている。経済
が拡大するにつれて消費者の信頼が高ま
ると、消費者はより多くの購入を行うことに
なる。ただし、経済が縮小するにつれて
消費者の信頼が低くなると、消費者は支
出を削減し、さらに節約する。したがって、
CCI は総需要の予想される変化に関す
る貴重な情報を提供する。国立研究コン
サルティングセンター（NRCC）およびモン
ゴル国立大学モンゴル日本人材開発セン
ターは、全国を代表するサンプルの1000
人を超える個人を対象に、四半期ごとに
CCI 調査を実施している。 CCI には2つ
のコンポーネントがある。現況指数（CSI）
と予想指数（EI）である。

2019年第2四半期に、モンゴルの CCI
は前年同期と比較して6.7ポイント増加し、
84.2に達した。雇用状況の改善による

CSI の大幅な増加がこの成長に貢献した
（図１）。

EI は、昨年の98.0レベルで安定してい
た。近い将来の雇用の可能性について
の消費者の楽観主義は18.2ポイント増加
した。しかし、近い将来のビジネス状況と
収入についての消費者の楽観主義はそ

れぞれ13.5ポイントと4.4ポイント減少した。
消費者の財務状況に前向きな変化が

あった。回答者の16.2％が昨年、財務状
況が改善したと報告したのに対し、29.8％
は財務状況が悪化したと報告した。「改
善」を報告した回答者の割合は3.1ポイン
ト増加し、「劣化」を報告した回答者の割
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された。消費者は今後6カ月で状況が改善することを予想している。消費者の求人への高い予想は予想指数を増加させた。耐
久財の需要は変わらないだろう。さらに、消費者は年間インフレ率が約5.1パーセントであり、今後6か月間のインフレ率が約3.5パー
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図1　消費者信頼感指数（CCI）

出所：GDP成長率は国家統計局、CCI 数値は2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定
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合は2.0 ポイント増加した。
耐久財の購入に関する不確実性は急

激に増加している。消費者の18.6％が耐
久財を購入するのにふさわしい時期である
と感じたが、消費者の12.4％は時間を間
違えていると感じた。耐久財を購入するの
に適切な時期であると答えた回答者の割
合は8.8 ポイント減少した。「分からない」
という回答の割合は急激に増加した。こ
の不確実性の増加により、耐久財の需要
は今後6カ月で変わらないだろう。

9.4％の世帯は不動産を購入する計画
があるかどうかを尋ねられたときに肯定的
な回答をした。これは、2018年第2四半
期よりも0.8ポイント、2017年第2四半期の
レベルから3.5ポイント高い（図2）。5.7％
の世帯がマンションを購入する予定、1.8％
が家を購入する予定、1.0％は別荘を購入
する予定である（図3）。

2019年第2四半期には、19.0％の世
帯が主要な家電製品を購入する予定で
あり、そのうち4.9％がテレビを購入する予
定、2.3％がコンピューターを購入する予
定、5.3％が冷蔵庫を購入する予定であ
る。2018年の同じ四半期と比較して、主
要な機器の購入を計画している世帯の数
は3.2ポイント減少し、2014年の同時期と
比較して10ポイント減少した。

2019年第2四半期には、43.5％の世
帯が旅行を計画しており、前年同期から
3.8ポイント増加している。さらに、12.0％
の世帯が海外への旅行を計画しており、
35.1％が国内のリゾートへの旅行を計画し
ている（図4）。

貯蓄選好と家計の借り入れ

2019年第2四半期には、48.8％の世
帯が他の種類の貯蓄よりも自国通貨の貯
蓄を好んでおり、この比率は2018年の同
四半期では52.7％であった。一方、外貨
での貯蓄を好む世帯の割合は増加して
18.3％に達した（図5）。

2019年第2四半期には20.7％の世帯が
融資を受ける予定である。これは前年同
期とほぼ同じレベルであり、2017年のレベ
ルより6ポイント高い（図6）。

図2　今後6カ月の購入予定

出所：2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定

図3　固定資産の計画購入

出所：2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定

図4　旅行の計画

出所：2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定
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約44 MNT 高くなっている。2019年第2
四半期の為替レートの高い予想に応じて、
外貨貯蓄を好む消費者の割合もわずかに
増加し、18.3％に達した。

住宅価格予想の指標は、来年の住宅
価格の変化に対する消費者の認識に基
づいて計算される。消費者が住宅価格の

した消費者は1.7および4.4 ポイント増加し
た。

2019年第2四半期における次の6カ月
の平均予想為替レートは2698.5 MNT / 
USD である。2019年第2四半期の米ド
ルの実際の為替レート（2654.5 MNT / 
USD）と比較すると、予想されるレートは

価　格

CCI 分析のもう1つの重要な部分は、
消費者価格、為替レート、住宅価格、金
利などの価格予想である。 2019年第2
四半期現在、年間インフレ率は8.1％であ
り、2018年の水準から0.9ポイント高くなっ
ている。予想インフレ率は5.2％で、2018
年第2四半期の予想水準から2.2 ポイント
高くなっている。2020年第2四半期では、
来年の予想インフレ率は5.1パーセントと推
定されている（図7）。ウランバートルでは、
来年の予想インフレ率は5.5％であり、農
村部の予想インフレ率から0.7 ポイント高く
なっている。

2019年第2四半期には、今後6カ月間
の物価の上昇の予想が支配的（57.4％）
だったが、消費者の18.4％は今後6カ月
で物価が変化しないと予想している。ただ
し、消費者の17.8％がこの期間の物価の
変化について分からないと回答している。
2018年第2四半期と比較すると、物価の
上昇を予想した消費者の割合は7ポイント
減少したが、「物価が変化しない」、「物
価が低下する」と予想した消費者、「分か
らない」と答えた消費者の割合はそれぞ
れわずかに上昇している。

来年についての回答は「物価の上昇」
および「分からない」が高い（それぞれ
60.1％および18％）。さらに、「物価の上昇」
と「物価が変化しない」という回答は2018
年の同時期と比較してそれぞれ1.1および
5ポイント減少した。一方、「物価の低下」
を予想する消費者、「分からない」と回答

図5　貯蓄の選好

出所：2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定

図6　融資を受ける予定の有無

出所：2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定

図7　6カ月および年間の予想インフレ率

出所：インフレ率は国家統計局、予想インフレ率は2019年6月CCI 調査に基づき筆者が算定
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ないだろう。2019年第2四半期現在、消
費者の43.5％が旅行を計画しており、19％
が主要な家電製品、家具を購入する計画
を立て、9.4％が不動産を購入する計画を
立て、16％が自動車を購入する計画を立
てている。

来年に向け消費者は年間インフレ率が
約5.1％であり、今後6カ月のインフレが約
3.5％になると予想している。予想のレベル
は前年同期と比較して安定している。

［英語原稿をERINAにて翻訳］

年には金利が低下すると回答した。来年
の金利の変化についてわからないという回
答は26.7％である。

結　論

2019年第2四半期に CCI は前年同期
と比較して上昇した。この四半期に現況
指数は大幅に改善された。消費者は今
後6カ月で状況が改善することを予想して
いる。消費者の求人への高い予想は予
想指数を上昇させた。

耐久財の需要は、今後6カ月で変わら

安定を予想する場合、この指標は1を取
る。消費者が住宅価格の上昇を予想す
る場合、指数は1より大きく、消費者が価
格の低下を予想する場合、指数は1より小
さくなる。2014年第4四半期以降、消費
者は価格の下落を予想している。ただし、
2018年第3四半期のインデックスは1.16で
あった。 2019年第2四半期のインデック
スは1.1で価格上昇の予想を示している。

2019年第2四半期には、金利の安定
の予想が36.1％のシェアを持ち、消費者
の間で優勢になった。金利の上昇という
回答は15.1％と最小である。22.1％は来
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